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平和づくりをめざす今日のリーダーのために
「	ロータリー世界平和フェローシップでは、将来、国際紛争の回避や平和構築に関する重要な課題に取り組むための土台を築くこと
ができました」

—アンナ・ペルソン （サルバドール大学）、スウェーデン外務省安全保障局担当官（スウェーデン）

世界を変えたいと願う人々へ、その方法がここにあります

ロータリー世界平和フェローは、生涯、仕事や奉仕活動を通じて国
内外での協力、平和、紛争解決を推進するリーダーです。フェロー
は、国際関係、行政学、持続可能な開発、平和研究、紛争解決をは
じめ、これらに関連する分野の修士号を取得するか、平和と紛争解
決の分野における専門能力開発プログラムの修了証を取得するか
の、いずれかを選択することができます。 

元フェロー（学友）の進路は多岐にわたり、草の根で活動する地元
の非政府組織、各国政府、軍事、警察をはじめ、国連、世界銀行、
国際移住機関、米州機構といった二カ国間組織や国際組織でも活
躍しています。平和構築に専念する学友たちの世界的ネットワーク
は発展の一途をたどっており、本プログラムの卒業生はこのネットワ
ークのサポートを享受することができます。

ロータリー財団とロータリアンは、ロータリー・センター・プログラム
を通じて世界理解と平和を実現し、人々の間に寛容と協力の精神
を広めるよう努めています。



資金

ロータリー世界平和フェローシップは、全世界8校の大学に設置さ
れた7つの「平和と紛争解決における国際問題研究のためのロータ
リー・センター」のいずれかで、修士課程または専門能力開発修了
証プログラムに参加する資金を援助するものです。

フェローシップに含まれるもの

授業料・登録費•	
部屋代と食費 •	
往復の交通費•	
インターンシップ（修士課程）または実地研究（専門能力開•	
発修了証プログラム）の経費

ロータリー世界平和フェローは、義務づけられている健康保険への
加入（修了証プログラムの場合はこの保険加入料も支払われる）や
ビザなど、フェローシップ資金で賄われない費用を自己負担しなけ
ればなりません。 



「	私は10年以上にわたって紛争地域とかかわってきましたが、これまで紛争に取り組む専門的な方法を知らずにいたのです。しかし、
ここで新しい手法を学んだことで、紛争についての理解と平和的目標を達成するための対処法に関する視野が広がりました。これか
らの私の課題は、コンゴ民主共和国をいかにして紛争から解放するかに焦点を絞ることです」

—アブデュライ・ジャローさん（チュラロンコーン大学）、国際連合後方支援担当官（コンゴ民主共和国）

資格要件

ロータリー世界平和フェローシップの申請者は以下を満たしていな
ければなりません。

職業や学業における業績、個人的活動、社会奉仕活動を通•	
じて、国際理解と平和に対する熱意と献身を明らかに示して
いること
申請時に、優秀な成績で関連分野における学士号またはそ•	
れに相当する学位を保持していること 
修士号取得プログラムの場合、有給・無給を問わず、関連分•	
野において少なくとも合計3年間のフルタイムの職務経験を有
していること
専門能力開発修了証プログラムの場合、現在、フルタイムで•	
中級職または上級職として雇用されており、関連分野におい
て少なくとも5年の職務経験を有していること

修士号取得プログラムの場合は第二言語、修了証プログラム•	
の場合は英語に堪能であること
優れた指導力（リーダーシップ・スキル）を備えていること•	

次に該当する人は、ロータリー世界平和フェローシップの資格があ
りません。（a）ロータリアンおよび名誉ロータリアン、（b）ロータリ
ー・クラブや地区、国際ロータリー、その他のロータリー関連団体の
被雇用者、（c）範疇（a）および（b）に該当する人の配偶者、直系家
族（血縁あるいは法的養子関係にある子や孫）、配偶者の直系家
族、尊属（血縁の両親や祖父母）、および以上の記述に当てはまる
元ロータリアンやその親族は、退職から36カ月が経過するまでは資
格がないものとみなされます。

障害のある方やローターアクト･クラブの会員も申請資格があり、申
請するよう奨励されています。



「	平和づくりを目指す者にとって、著名な教授陣と知識豊かな参加者が集まるこのコースは、非常にユニークで貴重な機会となりまし
た。世界中からやってきた参加者がさまざまな活動を通じて交流すれば、自然に平和構築のネットワークが築かれ、協力関係や相
互の理解と尊重も深まっていくでしょう」

—ペッチャラー・プリーンシーリーさん（チュラロンコーン大学）、法務省司法業務アナリスト（タイ）



「	ロータリー平和フェローシップがほかの奨学
金プログラムと違うのは、ロータリーのネッ
トワークとサポートがあることだと思います。
そのおかげで現地の社会に溶け込み、留学
体験を一層充実したものにすることができる
のです」
—ズザナ・スティボローバ（カリフォルニア	
大学バークレー校）、国際連合チェコ政府	
代表部, 外交官補（スイス、ジュネーブ）
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申請手続と提出期限
申請手続

第一段階 – クラブへ
地元のロータリー・クラブへ申請書が提出さ
れる。

第二段階 – 地区へ
クラブが推薦する申請書が地区へ送付
される。

第三段階 – ロータリー財団へ
地区が推薦する申請書がロータリー財
団に送付される。

第四段階 – 委員会へ
ロータリー・センター選考委員会によ
り、世界競争制に基づき、プログラム参
加者が選出される。

申請書はRIのウェブサイト（www.rotary.org/rotarycenters）から入手することができます。 
ロータリー財団への締切りに先立って、ロータリーの各地区がそれぞれ独自に締切日を設けています。地区は資格があるとみなされる候補者を何名でも推薦することができ、世
界中の候補者が一度に選考されることになります。ロータリー地区は、毎年7月1日までに、修士号取得プログラムと修了証プログラム（1月開始と6月開始）候補者の申請書をロ
ータリー財団へ提出しなければなりません。



選考と指定

毎年、最高110名の世界平和フェローが選出されています。各ロータ
リー・センターの修士課程には平均してそれぞれ10名のフェローが
指定され、また、専門能力開発修了証プログラムの各コースには最
高25名のフェローが指定されます。フェローは、自分の国籍あるい
は永住権のある国以外の国に所在するロータリー・センターへ留学
するよう指定されます（日本またはタイのロータリー・センターを希
望する者を除く）。

ロータリー世界平和フェローは、各自のキャリアにおいて世界平和
と紛争解決の分野で多大な貢献を果たす潜在的能力に基づいて選
ばれます。

入学許可と留学開始

ロータリー世界平和フェローは、指定されたロータリー・センター提
携大学の修士課程への入学許可を自分で得なければなりません。
ただし、修了証プログラムに参加するフェローは、大学への入学申請
を行う必要がないため、選考委員会が最終的な入学の決定を行い
ます。 

フェローがプログラムを開始する時期は、指定されたロータリー・
センター提携大学のスケジュールにより異なります。北半球のロー
タリー・センターにおける修士号取得プログラムの開始は、7月、 
8月、9月のいずれかです。南半球のロータリー・センターにおける
修士号取得プログラムの開始は、2月か3月です。3カ月間の修了証
取得プログラムでは年に2回のコース（1月～4月と6月～8月）が開
講されています。各ロータリー・センターのプログラムについては提
携大学のウェブサイトまたはRIのウェブサイト（www.rotary.org/
rotarycenters）をご参照ください。



ロータリー・センター提携大学
国際問題研究のためのロータリー・センター
チュラロンコーン大学
254 Prachatipok, 3rd Floor
Bangkok 10330
Thailand
電話：66 (02) 652-5088/9
Eメール：www.rotary-chula.org
ウェブサイト：peace@rotarychula.org

国際問題研究のためのロータリー・センター
デューク大学・ノースカロライナ大学 
University of North Carolina at Chapel Hill 
FedEx Global Education Center
301 Pittsboro Street, CB 5145
Chapel Hill, NC 27599-5145 USA
電話：1-919-843-2792
Eメール：rotarycenter@unc.edu
ウェブサイト：www.rotarypeacecenternc.org

国際問題研究のためのロータリー・センター
デューク大学・ノースカロライナ大学 
Duke Center for International Development
018A Sanford Institute, Duke University
Durham, NC 27708-0237 USA
電話：1-919-613-9222
Eメール：rotarycenter@unc.edu
ウェブサイト：www.rotarypeacecenternc.org

国際問題研究のためのロータリー・センター 
国際基督教大学
〒181-8585
東京都三鷹市大沢3－10－2
電話：0422-33-3681
Eメール：rotary@icu.ac.jp
ウェブサイト：http://subsite.icu.ac.jp/rotary/

国際問題研究のためのロータリー・センター
サルバドール大学 
Rodríguez Peña, 752
C1020ADP Buenos Aires, Argentina 
電話： 54-11-4811-0356
54-11-4814-5026
Eメール：centro.rotary@salvador.edu.ar または 
internacional@salvador.edu.ar 
ウェブサイト：www.salvador.edu.ar/vrid/dcii/centro_
rotary_usal.htm

「	ブラッドフォード大学で平和と紛争解決について学び、そこで出会った人
々から多くの刺激を受けたことで、世界で平和と正義のためにキャリアを
捧げる決意ができました」

—クリスティーナ・ビスチョフ（ブラッドフォード大学）、	
「The Anchor Project」プロジェクト・コーディネーター（英国）



国際問題研究のためのロータリー・センター
カリフォルニア大学バークレー校
101 Stephens Hall, #2306
Berkeley, CA 94720-2306 USA
電話：510-642-4466
Eメール：rcis@berkeley.edu
ウェブサイト：http://ias.berkeley.edu/rotary

国際問題研究のためのロータリー・センター
ブラッドフォード大学
平和研究学部（Department of Peace Studies）
Bradford
West Yorkshire BD7 1DP
United Kingdom
電話：44-1274-234171
ウェブサイト：www.brad.ac.uk/acad/peace/rotary/

国際問題研究のためのロータリー・センター
クイーンズランド大学
政治学および国際関係学部（School of Political Science 
and International Studies）
Brisbane, Qld. 4072, Australia
電話： 61-7-3346-9544
Eメール：pols@uq.edu.au
ウェブサイト：www.uq.edu.au/polsis/rotary



「	平和フェローシップの目的は、参加者各自が住み慣れた環境を離れて異国に滞在し、国際開発や紛争解決の分野で活動を続け
ていくためのスキルを修得できるようにすることです。ロータリーはこのプログラムでも、世界平和と理解を実現するための努力
を重ねています」

—アンドレア・ファンタ（クィーンズランド大学）、米国経済・地域開発部職員（米国テネシー州）
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